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の S,C,a,f,bである｡ この内, Z は-Ⅴ井,m は









理解する事が容易でない｡ この事は, 前作 Junction
inSpokenBurmese(1962)についてもいえる｡分
量の割には,内容が難解だといわれるゆえんであるO
紙数の大半は,b,S,a,f,C 各 Sylable の分析
とその対応関係とにさかれているが,内容としてもこ
の部分が一番充実しており, 各節毎に詳細な exem-
plificationがある｡殊に, アラカン方言の特徴とも
いえる Rhotacizationに関する説明は 群書の中で
類を抜 くといっても過言ではなかろうO ビルマ語に関
心をもつ人たちに一読をすすめたい｡
ただ難点をいえば,この論文の目的が,Phonologi-
calFormulae の作成 におかれている以上やむを得
ない事ではあるけれども,言語史との関連性が全 くみ
られない点である.また,アラカン方言は,標準制` こ
は認められない特異な語桑をもっている事でも有名
であるが,それらの考察も全 く除外されている｡標準
語の動詞1002に対して,アラカン方言が667しか対象
とされていない事も,はじめから対応成:立0)確実な浩
菜のみに焦点を絞ったからにはかならない｡ いわば,
定形化し易いものだけをとりあげて,その他の扱い難
い剰余部分は,完全に切り捨てたという感じである｡
(大野 徹)
- 163-
